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公
益
社
団
法
人
石
巻
法
人
会

の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務

行
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り

新
庄
税
務
署
長
か
ら
石
巻
税
務

署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
加
藤
光

司
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

石
巻
税
務
署
は
初
め
て
の
勤

務
と
な
り
ま
す
が
、
前
任
の
三

ケ
田
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
は
、
昭
和
21
年
11
月
、

日
本
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
法

人
会
で
あ
り
、
以
来
、
正
し
い

税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の

高
揚
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
、
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
税
務
研

修
会
の
開
催
や
租
税
教
室
へ
の

講
師
派
遣
、
更
に
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
開
催
な
ど
税
の
啓
発
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
松
本
会
長

を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
や
会
員

の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
更
な
る
発
展
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
国
税
庁
の
使
命
、
す

な
わ
ち
税
務
署
の
使
命
は
「
納

税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の

履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現

す
る
」こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

税
務
署
で
は
納
税
者
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

適
正
・
公
平
な
課
税
・
徴
収
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
経
済
社
会
は
、
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進
展
や
世

界
規
模
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
な
ど
に
よ
る
国
際
化

の
進
展
な
ど
急
激
な
変
化
を
遂

げ
て
お
り
ま
す
。国
税
庁
で
は
、

こ
の
よ
う
な
急
激
な
経
済
社
会

の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
平
成
29
年
６
月
に
「
税

務
行
政
の
将
来
像
」（
以
下
「
将

来
像
」
と
い
い
ま
す
。）を
取
り

ま
と
め
、公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
像
は
、
概
ね
10
年
後
の

イ
メ
ー
ジ
を
示
し
た
も
の
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
「
納
税

者
利
便
の
向
上
」
と
「
課
税
・

徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化
」
を

柱
と
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
税
務

行
政
」
に
進
化
し
て
い
く
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
令
和
２
年
６

月
に
は
、
将
来
像
の
公
表
か
ら

２
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
最
近
の
取
組
状
況
等
を
「
ス

マ
ー
ト
行
政
の
実
現
に
向
け

て
」と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
公
表
資
料
で
は
、
納
税
者

利
便
の
向
上
策
と
し
て
、
①
税

務
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
し

て
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な
る
使
い

勝
手
の
向
上
と
年
末
調
整
手
続

き
の
電
子
化
を
、
②
税
務
相
談

の
効
率
化
・
高
度
化
と
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
電
話
相
談
・

自
己
解
決
ブ
ー
ス
の
窓
口
の
設

置
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｉ

を
使
っ
た
相
談
）
の
導
入
な
ど

を
、
③
税
務
窓
口
の
ス
マ
ー
ト

化
と
し
て
納
付
手
続
き
の
多
様

化
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推

進
や
納
税
証
明
書
の
発
行
の
電

子
化
・
簡
便
化
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
同
感
染
症

予
防
策
と
し
て
、
三
密
の
回
避

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
な
ど
が
有
効
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
税
務
署
で
は
、
来

年
の
確
定
申
告
期
の
相
談
に
向

け
て
同
感
染
症
対
策
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
は
同
感
染
症
対
策
と
し

て
も
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
４

月
か
ら
は
法
人
税
申
告
書
の
添

付
書
類
で
あ
る
財
務
諸
表
の

デ
ー
タ
形
式
が
柔
軟
化
さ
れ
る

な
ど
、
申
告
に
必
要
な
大
半
の

書
類
を
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
送
信
で
き

る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

来
署
せ
ず
に
申
告
手
続
き
が

完
了
で
き
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
関
し
ま
し
て

も
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
、
電
子
納

税
、
振
替
納
税
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
な
ど
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
に
つ
い

て
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
10
月
か
ら
は
年

末
調
整
の
電
子
化
が
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
従
業
員
の
皆
様
が

各
種
控
除
申
告
書
を
勤
務
先
に

電
子
で
提
出
す
る
際
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利

用
す
る
と
大
変
便
利
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
及
び
会
員
企

業
の
従
業
員
の
皆
様
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
つ

い
て
積
極
的
に
ご
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益

社
団
法
人
石
巻
法
人
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ

石
巻
税
務
署
長　

加
　
藤
　
光
　
司

石巻税務署幹部職員人事異動
官  職  名 氏　名 前  官  職

署長 加藤　光司 新庄署  署長
総務課長 和嶋　健一 気仙沼署  総務課長
管理運営第一部門統括国税徴収官 山口　　豊 （留任）
管理運営第二部門統括国税徴収官 工藤　正彦 （留任）
徴収部門統括国税徴収官 長谷川志穂 徴収部催告センター  納催官
個人課税第一部門統括国税調査官 昆　　正秋 （留任）
個人課税第二部門統括国税調査官 山中　竜二 盛岡署  総合特官付連調官
法人課税第一部門統括国税調査官 神原佳代子 調査査察部調査管理課  国税官
法人課税第二部門統括国税調査官 太田　孝一 （留任）

写真提供：河北新報社

石巻税務署  新署長着任
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事 業 報 告
移動検診車による定期健康診断総務管理講座（全10回）

か
ほ
く
支
部
税
務
研
修
会

新
石
巻
税
務
署
長
へ
の
表
敬
訪
問

第
１
回
役
員
会

東
松
島
支
部
税
務
研
修
会

初
心
者
の
た
め
の「
簿
記
実
務
講
座
」（
全
６
回
）

税
務
研
修
会「
学
ぼ
う
！
税
の
あ
れ
こ
れ
」

河
南
桃
生
支
部
税
務
研
修
会

新
設
法
人
説
明
会

第
２
回
役
員
会

石
巻
支
部
税
務
研
修
会

女
川
支
部
税
務
研
修
会

税
の
週
間
イ
ベ
ン
ト

日　付　令和２年９月５日㈯
会　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　せんだい総合健診クリニック
受診者数　５社39名

日　付　令和２年10月２日㈮～ 30日㈮
会　場　石巻市かわまち交流センター
講　師　社会保険労務士石巻支部所属
参加者数　20名

日　付　令和２年９月９日㈬
会　場　石巻かほく商工会本所
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席調査官　浅野 昭二 氏
参加者数　11名

日　付　令和２年７月22日㈬
会　場　石巻税務署
参加者数　役員５名

日　付　令和２年７月２日㈫
会　場　ISINOMAKI  まるしん
参加者数　12名

日　付　令和２年９月11日㈮
会　場　東松島市商工会本所
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席調査官　浅野 昭二 氏
参加者数　９名

日　付　令和２年８月24日㈪～９月９日㈫
会　場　石巻市かわまち交流センター
講　師　東北税理士会石巻支部所属税理士
税理士法人小池事務所 代表社員  平間 大介 氏

参加者数　20名

日　付　令和２年８月27日㈭
会　場　石巻グランドホテル
講　師　石巻税務署 総務課長　和嶋 健一 氏
参加者数　11名

日　時　令和２年９月25日㈭
会　場　河南桃生商工会
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席調査官　浅野 昭二 氏
参加者数　６名

日　付　令和２年８月26日㈬
会　場　石巻ルネッサンス館
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席調査官　浅野 昭二 氏
参加者　４名

日　付　令和２年10月９日㈮
会　場　石巻ルネッサンス館・リモート会議
参加者　６名

日　付　令和２年９月28日㈪
会　場　石巻グランドホテル
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席調査官　浅野 昭二 氏
参加者数　９名

日　付　令和２年８月28日㈮
会　場　女川町まちなか交流館
講　師　石巻税務署法人課税第一部門

総括上席調査官　浅野 昭二 氏
参加者数　８名

日　付　令和２年11月14日㈯
会　場　イオンモール石巻  1F 緑の広場

本 部 会

本本女

女

青

本 本

本本

本本

青 年 部 会

女 性 部 会

令和2年7月～11月
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も
な
く
な
っ
て
い
る
。」

　

手
紙
の
中
に
は
、
穀
類
は
勿

論
の
こ
と
代
用
食
の
欠
乏
で
、

犬
や
猫
を
屠
殺
し
て
食
べ
て
い

る
こ
と
や
、
捨
て
子
が
増
え
て

お
り
、
石
巻
店
の
店
先
に
も
男

の
赤
子
が
捨
て
ら
れ
、
町
中
を

探
し
て
門
脇
に
住
む
親（
船
頭
）

を
見
付
け
た
話
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

藩
が
実
施
し
た
窮
民
救
済
の

た
め
の
「
御お

施せ

粥が
ゆ

」
で
、
立
場

を
利
用
し
た
不
正
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
現
実
を
書
き
綴
っ

て
も
い
ま
す
。

　
「
も
は
や
口
に
入
る
も
の
は

何
も
な
く
、
貧
民
は
死
ぬ
よ
り

外
に
な
い
。も
っ
と
も
上
様（
藩

主
）
が
用
意
し
て
く
れ
た
施
粥

も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
な
か

な
か
行
き
届
い
て
い
な
い
。
そ

の
訳
は
、
係
の
者
が
釜
に
入
れ

る
前
に
、
米
を
盗
み
出
し
て
い

る
。
役
所
で
は
、
帳
簿
上
は
三

斗
と
し
な
が
ら
も
、
二
斗
七
升

し
か
渡
さ
な
い
そ
う
だ
。ま
た
、

米
が
そ
ろ
そ
ろ
煮
か
か
っ
て
く

る
と
、
火
炊
き
の
人
達
が
寄
っ

て
き
て
、
笊ざ

る

で
す
く
っ
て
食
べ

て
し
ま
う
の
で
、
粥
は
重
湯
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
役
所
が

こ
の
よ
う
な
有
様
な
の
で
、
上

様
の
意
図
が
下
に
届
い
て
い
な

い
。」

　

悲
惨
の
極
み
で
あ
っ
た
天
保

七
年
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る

時
、
大
き
な
課
題
に
直
面
し
ま

し
た
。
今
を
生
き
る
こ
と
に
必

死
だ
っ
た
人
々
に
と
っ
て
来
春

の
田
植
え
の
た
め
の
種
籾
が
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

石
巻
代
官
所
の
役
人
は
、
そ

の
購
入
資
金
と
し
て
九
百
両
の

上
納
を
日
野
屋
石
巻
店
に
命
じ

ま
し
た
。
店
の
支
配
手
代
の
弥

兵
衛
は
こ
れ
ま
で
の
施
米
な
ど

の
支
出
の
た
め
現
金
不
足
で
あ

り
意
に
添
え
な
い
と
辞
退
す
る

と
、
役
人
は
、
質
流
れ
品
を

売
っ
て
上
納
す
る
よ
う
命
じ
ま

す
。
し
か
し
、
店
で
は
天
保
五

年
（
一
八
三
四
）
一
月
段
階
で
、

五
八
七
両
分
の
質
流
れ
の
売
れ

残
り
が
あ
り
ま
し
た
。
古
着
類

も
買
い
取
る
店
が
な
く
、
仙
台

店
の
蔵
に
預
け
て
あ
る
状
態
で

し
た
。
そ
れ
故
、
と
て
も
目
標

額
に
達
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

　
「
近
江
商
人
」
は
、
大
坂
商

人
・
伊
勢
商
人
と
共
に
、
我
が

国
の
三
大
商
人
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
一
つ
で
あ
り
、
中
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
活
躍
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
日

野
（
現
滋
賀
県
日
野
町
）
に
本

店
を
お
く
商
人
中
井
家
（
屋
号

は
「
日
野
屋
」）
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、
中
井
家
は
そ
の
出

店
（
支
店
）
を
、
京
都
・
江
戸
・

大
坂
・
名
古
屋
等
の
大
都
市
に

お
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
仙
台
・
相
馬
中
村

（
福
島
県
）・
天
童
（
山
形
県
）・

香か

ら

す
良
洲
（
三
重
県
）・
尾
道
（
広

島
県
）・
杵き

築つ
き（
大
分
県
）
の
よ

う
に
、
地
方
で
あ
り
な
が
ら
経

済
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
所
に

も
置
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
「
日
野
屋
」
の
支
店
が

石
巻
に
も
あ
っ
た
の
で
す
。
寛

政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
、

石
巻
村
の
本
町
に
質
店
経
営
を

目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
店

名
は
「
日
野
屋
源
左
衛
門
」
で

し
た
。（
こ
の
稿
で
は
以
下
店

の
名
前
を
「
日
野
屋
石
巻
店
」

と
表
記
し
ま
す
）
こ
の
石
巻
店

は
、
仙
台
店
の
枝
店
（
支
店
の

支
店
）
で
は
な
く
、
近
江
の
本

店
に
直
結
す
る
支
店
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
石
巻
店
か
ら
の
報

告
等
は
日
野
に
在
る
本
店
に
送

ら
れ
て
、
そ
こ
に
保
管
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
残
さ
れ
た
書
類
、
書
簡

等
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
近

江
商
人
（
日
野
屋
石
巻
店
）
の

眼
に
映
っ
た
天
保
の
飢
饉
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
申さ

る

年
（
天
保
七
年
）
十
一
月

頃
、
飢
え
で
死
ん
だ
人
が
三
十

人
程
い
た
が
、
十
二
月
に
な
る

と
日
増
し
に
増
え
毎
夜
毎
夜
古

い
箱
に
筵

む
し
ろ

包
み
に
し
て
寺
に
断

り
だ
け
を
言
っ
て
埋
め
て
帰
っ

て
き
て
い
る
。
石
巻
に
は
十
一

の
寺
が
あ
る
が
、
ど
の
寺
に
し

て
も
毎
日
一
人
、
二
人
の
死
人

は
あ
る
。
ま
た
毎
日
十
人
余
の

餓
死
・
往
来
へ
の
行
き
倒
れ
が

あ
る
。
そ
れ
を
誰
も
取
り
片
づ

け
し
な
い
の
で
、
犬
や
烏か

ら
すが
ほ

じ
く
っ
て
お
り
往
来
は
尾び

籠ろ
う

な

状
態
で
あ
る
。
店
で
も
毎
晩
二

人
づ
つ
の
夜
番
を
し
て
い
る
。

ま
た
石
巻
周
辺
の
村
々
か
ら
朝

夕
八
百
屋
売
り
が
来
て
い
た
の

だ
が
、
そ
れ
を
見
付
次
第
、
喧け

ん

嘩か

を
ふ
っ
か
け
品
物
を
奪
い

取
っ
た
り
す
る
の
で
、
近
く
の

村
か
ら
一
切
売
物
は
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
盗
人
の
も

の
を
盗
み
、
盗
ま
れ
た
も
の
を

ま
た
盗
み
と
、
訳
も
分
別
も
な

く
な
っ
て
お
り
御
上
の
御
政
道

阿 

部  

和 

夫

阿 

部  

和 

夫

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

理
事
長

理
事
長

近
江
商
人（
日
野
屋
石
巻
店
）の

　眼
に
映
っ
た
天
保
の
飢
饉

石
巻
の
歴
史
か
ら 

⑰



中井家（日野屋）仙台 ・ 石巻店の関連年表
和暦（西暦）月日 出　　来　　事

明和６年（1769）  ・ 近江日野の豪商中井源左衛門（初代）の代に、仙台大町一丁目
に、「日野屋仙台店」を開設する。店名は「日野屋新三郎」、「中
井新三郎」であった。

天明３年（1783）10・  ・ 仙台藩は、「日野屋」を含む仙台の豪商４人に、他領米を買い
入れ領内に廻送することを命ずる。

〃  ３年（1783）  ・ 「日野屋」は、相州浦賀で購入した1,000石の米を、船送の途
上、難破沈没し、11,000両の損失をだす。

〃  ４年（1784）６・  ・ 中井家は、仙台藩に1,000両を融資する。

寛政12年（1800）１・22  ・ ２代目源左衛門光昌は、仙台藩から苗字帯刀を許される。

〃  12年（1800）８・  ・ 石巻本町に質店経営を目的に、中井家の支店が開設される。
店名は「日野屋源左衛門」であった。（以下この稿では「日野屋
石巻店」と称する）

文化３年（1806）  ・ 仙台店を介して「本家望性金」と称する日野本家から資本金
6,000両が「日野屋石巻店」に投資される。

〃  10年（1813）  ・ 湊村に、日野屋石巻店の枝店が開設される。

文政７年（1824）12・  ・ 「日野屋石巻店」は、五か町（石巻・門脇・住吉・蛇田・湊）の住民
で貧窮のため赤ん坊を養育できない人々の為「村備金」とし
て、150両を寄付したいと申し出る。

文政９年（1826）前後の頃  ・ 湊店の取次店を渡波に出したところ、湊店の質口数が、１万
件位になる。

天保７年（1836）７・10  ・ 日野屋石巻店に群衆が押しかけるが、仲人が現れその場を納
める。しかし翌日以降、その謝礼等で142両の支出が生ずる。

〃  ７年（1836）７・？  ・ 日野屋湊店にも群衆が押しかけるが、詳細は不明。

〃  ７年（1836）12・  ・ 仙台藩は日野屋石巻店に種籾買金として900両の上納を強制
する。支配手代が、現金不足を理由に断ると、入牢させられ、
５日間にわたって攻め立てられる。500両上納を承諾するこ
とで釈放される。

〃  ８年（1837）４・11  ・ 羽黒山鳥屋神社の祭礼の日、7～ 80人の暴徒（神輿の担ぎ手）
が、日野屋石巻店に押しかけ、打ち壊しをする。

〃  ８年（1837）８・28  ・ 仙台藩は、窮民賑給の功労者39人を召見して賞するが、その
中に仙台「日野屋」も含まれている。

〃  ８年（1837）  ・ 「日野屋湊店」が閉店する。

〃  ９年（1838）  ・ 絹布着用が許される。

〃  ９年（1838）  ・ 植付手当として100両の上納を命じられる。

〃  10年（1839）  ・ 店舗以外の屋敷を売却する方針が決まる。

〃  12年（1841）３・  ・ 「日野屋石巻店」が閉店する。

〃  13年（1842）  ・ 本町の「日野屋石巻店」の家屋敷は50両で売却される。

嘉永２年（1849）  ・ 中井家（日野屋）の手代であった万兵衛の出願があり、石巻質
店が再会される。その屋号は「中井源左衛門留守居岸本屋万
兵衛」というものであった。

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和２年11月30日（11）第224号

と
抗
弁
す
る
と
、
即
座
に
火
の

気
も
な
い
あ
ば
ら
家
の
座
敷
牢

に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
命
令
を
聞
く
よ

う
に
と
奉
行
所
の
役
人
が
交
代

で
説
得
に
や
っ
て
来
ま
す
。
弥

兵
衛
は
、
百
五
十
両
位
な
ら
ば

と
申
し
出
て
も
、
役
人
は
も
う

三
十
両
、
も
う
五
十
両
と
少
し

ず
つ
吊
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

役
人
は
代
わ
る
代
わ
る
や
っ
て

来
ま
す
の
で
寒
さ
も
し
の
げ
ま

す
が
、
攻
め
立
て
ら
れ
る
弥
兵

衛
は
、
極
寒
の
中
、
火
の
気
も

無
い
牢
に
留
め
置
か
れ
た
ま
ま

で
す
。
彼
は
本
店
へ
の
報
告
の

手
紙
の
中
に
「
も
は
や
命
に
も

関
る
程
の
非
道
だ
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
入
牢
も
四
晩
五
日
に

及
び
、
上
納
金
が
五
百
両
ま
で

き
た
と
こ
ろ
で
や
っ
と
許
さ
れ

て
放
免
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
監
禁
・
脅
迫
」し
て
ま
で
も
、

有
力
商
人
に
出
資
さ
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
程
に
切
迫
し
た
状
態
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

年
が
明
け
て
、
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
の
雪
解
け
の
時

期
の
様
子
も
、
本
店
へ
の
手
紙

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
北
上
川
口
の
定
燈
の
あ
る

松
原
は
、
先せ

ん
だ
っ達
て
ま
で
は
雪
に

覆
わ
れ
て
い
て
気
が
付
か
な

か
っ
た
が
、
こ
の
頃
の
雨
で
雪

解
け
し
た
な
ら
ば
、
遺
体
が

十
四
、五
人
、
馬
の
骨
が
二
、三

尺
ほ
ど
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
そ
の
近
く
の
人
が
、
何
処

か
ら
か
馬
を
盗
み
出
し
、
殺
し

て
食
べ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
馬
の
骨
が
あ

る
の
だ
と
人
々
は
話
し
て
い
ま

す
。」

　

店
の
受
難
は
さ
ら
に
続
き
ま

し
た
。
天
保
九
年（
一
九
三
八
）

に
、
絹
布
着
用
許
可
の
栄
誉
を

受
け
ま
す
が
、
そ
れ
と
引
き
換

え
の
よ
う
に
、「
植
付
手
当
」

の
名
目
で
百
両
の
上
納
を
命
じ

ら
れ
た
の
で
す
。

　

地
域
の
為
に
様
々
な
貢
献
を

し
て
き
た
「
日
野
屋
石
巻
店
」

は
、
こ
う
し
て
閉
店
へ
の
道
を

た
ど
り
始
め
ま
す
。

　

そ
し
て
遂
に
天
保
十
二

年
（
一
八
四
一
）
三
月
に
、

四
十
一
年
に
及
ん
だ
日
野
屋
石

巻
店
は
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

後
世
の
私
達
は
、「
日
野
屋

石
巻
店
」
が
、
開
店
以
来
、
近

江
の
本
店
に
送
っ
て
い
た
書
簡

の
内
容
か
ら
、
石
巻
に
お
け
る

「
天
保
の
飢
饉
」
の
状
況
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。



令和２年9月
仙台国税局・税務署

国税に関する一般的なご相談は

電話相談センターへ電話相談センターへ
電話相談センターでは、税務に精通した仙台国税局の職員がお答えします。

お近くの税務署へ電話をかけます。

Step 3Step 3 その次の音声案内の①～⑥の中から、相談内容の番号を選びます。

Step 2Step 2
最初の音声案内で①番を選びます。
※ 「番号が確認できません」という案内があった場合は、電話機の「＊」を押してから番号を選んでください。

。すまれさ加追が等談相ごるす関に告申定確に番」０「、は期告申定確の等税得所 ※

（最初の音声案内では
 次の①番～④番に関する案内が流れます。）

※通話料は、おかけになった
　税務署までの料金です。①番

②番

③番

税務署からのお尋ね、税金の納付の相談、申告相談の事前予約などについて、
おかけになった税務署でお受けします。　（最初の音声案内で②番を選びます。）

消費税の軽減税率制度及び適格請求書等保存方式についてお受けします。
（最初の音声案内で③番を選びます。）

① 所得税

② 源泉所得税・年末調整・支払調書

③ 譲渡所得・相続税・贈与税・財産の評価

Step 1Step 1 ※ 電話番号は裏面をご覧ください。

国税に関する一般的なご相談は
電話相談センターでお受けします。

受付時間8:30～17:00
（土、日、祝日及び年末年始を除く。）

④番 税金の納付が困難な方の相談について、当面の間、国税局猶予相談センター
でお受けします。　（最初の音声案内で④番を選びます。）

https://www.nta.go.jp

　国税庁ホームページでは、国税に関する情報を検索したり、申告書・届出書等の様式を入手する
ことができます。
　また、よくある国税のご質問に対する一般的な回答は、 タックスアンサー に掲載していますので、
是非ご利用ください。

　
国税庁 検索

国税に関する情報は『国税庁ホームページ』にアクセス！国税に関する情報は『国税庁ホームページ』にアクセス！

PC・スマートフォン 等から

④ 法人税

⑤ 消費税や印紙税
⑥ その他のご相談

※ 特例猶予制度の説明、猶予申請書の書き方の案内を行っています。

なお、③番に関するお問合せは、専用ダイヤルのご利用が便利です。

専用ダイヤル 0120 205 553（無料）受付時間９:00～17:00（土、日、祝日を除く。）

なお、④番に関するお問合せは、専用ダイヤルのご利用が便利です。

専用ダイヤル 0120 945 430（無料）受付時間８:30～17:00（土、日、祝日を除く。）

税務署電話番号一覧

県
森
青

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
青 　   森  017-776-4241 五 所 川 原  0173-34-3136
弘 　   前  0172-32-0331 十  和  田  0176-23-3151
八 　   戸  0178-43-0141 む 　   つ  0175-22-3294
黒 　   石  0172-52-4111

県
手
岩

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
盛 　   岡 019-622-6141 久 　   慈 0194-53-4161
宮 　   古 0193-62-1921 一 　   関 0191-23-4205
大  船  渡 0192-26-3481 釜 　   石 0193-25-2081
水 　   沢 0197-24-5111 二 　   戸 0195-23-2701
花 　   巻 0198-23-3341

県
城
宮

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
仙  台  北  022-222-8121 古 　 　 川  0229-22-1711
仙  台  中  022-783-7831 気  仙  沼  0226-22-6780
仙  台  南  022-306-8001 大  河  原  0224-52-2202
石 　   巻  0225-22-4151 築 　   館  0228-22-2261
塩 　   釜  022-362-2151 佐 　   沼  0220-22-2501

県
田
秋

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
秋  田  南  018-832-4121 大 　   館  0186-42-0671
秋  田  北  018-845-1161 本 　   荘  0184-22-2335
能 　   代  0185-52-6111 湯 　   沢  0183-73-5100
横 　   手  0182-32-6090 大 　   曲  0187-62-2191

県
形
山

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
山 　   形 023-622-1611 新 　   庄 0233-22-5111
米 　   沢 0238-22-6320 寒  河  江 0237-86-2244
鶴 　   岡 0235-22-1401 村 　   山 0237-53-2151
酒 　   田 0234-33-1450 長 　   井 0238-84-1810

県
島
福

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
福 　   島  024-534-3121 須  賀  川  0248-75-2194
会 津 若 松  0242-27-4311 喜  多  方  0241-24-5050
郡 　   山  024-932-2041 相 　   馬  0244-36-3111
い  わ  き  0246-23-2141 二  本  松  0243-22-1192
白 　   河  0248-22-7111 田 　   島  0241-62-1230

　税務署では、納税者の皆様をお待たせしないよう、 面接相談の事前予約をお願いしております。
　電話での回答が困難な相談内容（具体的に書類や事実関係を確認する必要がある場合など）について
は、所轄の税務署で面接相談をお受けしております。
　面接相談を希望される方は、所轄の税務署に電話をおかけいただき、最初の音声案内で②番を選んで
相談日時の予約をお願いします。
　予約の際、名前・住所・相談内容をお伺いし、相談日にお持ちいただく書類等をお伝えします。

＜税務署での面接によるご相談は、 事前予約をお願いします。＞

令和２年11月30日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第224号（12）



税務署電話番号一覧

県
森
青

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
青 　   森  017-776-4241 五 所 川 原  0173-34-3136
弘 　   前  0172-32-0331 十  和  田  0176-23-3151
八 　   戸  0178-43-0141 む 　   つ  0175-22-3294
黒 　   石  0172-52-4111

県
手
岩

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
盛 　   岡 019-622-6141 久 　   慈 0194-53-4161
宮 　   古 0193-62-1921 一 　   関 0191-23-4205
大  船  渡 0192-26-3481 釜 　   石 0193-25-2081
水 　   沢 0197-24-5111 二 　   戸 0195-23-2701
花 　   巻 0198-23-3341

県
城
宮

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
仙  台  北  022-222-8121 古 　 　 川  0229-22-1711
仙  台  中  022-783-7831 気  仙  沼  0226-22-6780
仙  台  南  022-306-8001 大  河  原  0224-52-2202
石 　   巻  0225-22-4151 築 　   館  0228-22-2261
塩 　   釜  022-362-2151 佐 　   沼  0220-22-2501

県
田
秋

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
秋  田  南  018-832-4121 大 　   館  0186-42-0671
秋  田  北  018-845-1161 本 　   荘  0184-22-2335
能 　   代  0185-52-6111 湯 　   沢  0183-73-5100
横 　   手  0182-32-6090 大 　   曲  0187-62-2191

県
形
山

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
山 　   形 023-622-1611 新 　   庄 0233-22-5111
米 　   沢 0238-22-6320 寒  河  江 0237-86-2244
鶴 　   岡 0235-22-1401 村 　   山 0237-53-2151
酒 　   田 0234-33-1450 長 　   井 0238-84-1810

県
島
福

税務署名 電話番号 税務署名 電話番号
福 　   島  024-534-3121 須  賀  川  0248-75-2194
会 津 若 松  0242-27-4311 喜  多  方  0241-24-5050
郡 　   山  024-932-2041 相 　   馬  0244-36-3111
い  わ  き  0246-23-2141 二  本  松  0243-22-1192
白 　   河  0248-22-7111 田 　   島  0241-62-1230

　税務署では、納税者の皆様をお待たせしないよう、 面接相談の事前予約をお願いしております。
　電話での回答が困難な相談内容（具体的に書類や事実関係を確認する必要がある場合など）について
は、所轄の税務署で面接相談をお受けしております。
　面接相談を希望される方は、所轄の税務署に電話をおかけいただき、最初の音声案内で②番を選んで
相談日時の予約をお願いします。
　予約の際、名前・住所・相談内容をお伺いし、相談日にお持ちいただく書類等をお伝えします。

＜税務署での面接によるご相談は、 事前予約をお願いします。＞

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和２年11月30日（13）第224号
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介

▪解答を書いたパズルを切り取るかまたはコピーして、
ハガキに貼り、住所・氏名・連絡先と広報誌の感想・
ご意見などを一言ご記入いただき、法人会事務局へお
送り下さい。正解者の中から抽選でクオカード1,000
円分を3 名様へプレゼントいたします。〆切は1月末日
までとさせていただきます。

【問題】二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

〒986-0032　石巻市開成1－35
　　　　　　石巻ルネッサンス館内
　　　　　　（公社）石巻法人会  パズル係

《
送
り
先
》

行 事 予 定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定が変更になる場合
　がございます。

http://www.i-houjinkai.jp

《パズル・数独》
※ルール① ： まだ数字の入っていないマスに、１から９

までの数字のどれかをひとつずつ入れま
しょう。

　ルール② ： タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた3×3
のブロックのいずれにも、１から９までの
数字がひとつずつ入るようにします。

12月３日 ㈭ 女性部会：租税教室① 未定 石巻市立鮎川小学校

12月４日 ㈮ 県連：第２回事務局職員研修会 14:00 WEB研修会

12月５日 ㈯ インフルエンザ予防接種 9:00 石巻ルネッサンス館

12月11日 ㈮

青年部会：租税教室① 9:35
石巻市立稲井小学校

青年部会：租税教室② 10:40

女性部会：租税教室② 10:40 石巻市立須江小学校

県青連：第３回部会長会議 未定 未定

12月15日 ㈫
県連：第３回事務局長会議 13:00 宮城県連事務局会議室

青年部会：租税教室③ 9:35 石巻市立二俣小学校

12月17日 ㈭ 県連：第３回総務委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

12月22日 ㈫
県青連：第３回租税教育推進委員会 未定 未定

女性部会：フラワーアレンジメントセミナー 14:00 石巻グランドホテル

１月５日 ㈫ 石巻税務署へ新年の表敬訪問 10:00 石巻税務署

１月８日 ㈮ 青年部会：租税教室④ 13:25 石巻市立中津山第一小学校

１月19日 ㈫ 県青連：第３回正副会長会議 未定 未定

１月20日 ㈬
女性部会：租税教室③ 9:35 石巻市立桃生小学校

青年部会：租税教室⑤ 9:40 石巻市立向陽小学校

１月26日 ㈫ 税団協：第２回役員と石巻税務署との座談会 14:00 石巻グランドホテル

１月27日 ㈬ 女性部会：租税教室④ 10:25 石巻市立広渕小学校

２月２日 ㈫ 新設法人説明会② 14:00 石巻ルネッサンス館

２月３日 ㈬
青年部会：租税教室⑥ 10:30 石巻市立鹿又小学校

法人税務セミナー① 14:00 石巻ルネッサンス館

２月４日 ㈭ 法人税務セミナー② 14:00 石巻ルネッサンス館

２月５日 ㈮ 東北六県連：青年部会代表者懇談会 未定 未定

２月９日 ㈫ 県女連：第４回部会長会議 12:00 仙台青葉カルチャーセンター

２月15日 ㈪ 県連：第３回厚生委員会 16:00 宮城県連事務局会議室

２月18日 ㈭ 県連：第４回事務局長会議 13:00 宮城県連事務局会議室

２月19日 ㈮ 県連：第２回事業委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

２月24日 ㈬ 県連：第３回税制委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

２月25日 ㈭ 県連：第２回組織委員会 15:30 未定

２月26日 ㈮ 県青連：第３回部会長会議 未定 未定

３月２日 ㈫ 県連：第３回広報委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

３月９日 ㈫ 県連：第４回総務委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

３月16日 ㈫ 県連：第３回理事会 15:30 宮城県連事務局会議室

３月18日 ㈭
第３回正副会長会議 11:00 石巻グランドホテル

第３回理事会 12:00 石巻グランドホテル
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